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12
月
9
日
、
第
9
回
三
和
公
民
館
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
コ
ー
ル
さ
ん
わ
に
よ
る
女
性
コ
ー
ラ
ス
の
さ
わ
や
か

な
歌
声
で
始
ま
り
、
今
年
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ

り
、
さ
ん
わ
子
ど
も
和
太
鼓
教
室
の
和
太
鼓
演
奏
、
ド
レ

ミ
フ
ァ
サ
ー
ク
ル
の
音
楽
劇
、
そ
し
て
大
正
琴
、
民
謡
、

舞
踊
、
神
楽
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
方

の
出
演
が
あ
り
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
さ
れ
ま

　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
長
年
ご
活
躍
さ
れ
た
前

原
弘
臣
さ
ん
（
小
野
）
が
、
12
月
31
日
に
任
期
満

了
に
よ
り
退
任
さ
れ
、
1
月
1
日
付
け
で
池
田
弘

満
さ
ん
（
い
ち
ば
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護

委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
伯
知
省
さ

ん
（
高
蓋
）
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人
権
が
侵

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
こ
れ
が

侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
救
済
の
た
め
に
す
み

や
か
に
適
切
な
処
置
を
と
る
と
と
も
に
、
常
に
自

由
人
権
思
想
の
普
及
お
よ
び
高
揚
に
努
め
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
任
期
は
3
年
で
、
池
田

さ
ん
は
油
木
地
区
、
佐
伯
さ
ん
は
三
和
地
区
を
担

当
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
源
流
の
里
し
ん
さ
か
（
会
長 

渡

辺
和
幸
）
で
は
、
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
み
そ

製
造
設
備
を
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
設
備
を
活
用
し
て
、
多
く

の
地
域
住
民
が
み
そ
づ
く
り
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
活
発
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ま
た
他
地
域
と
の
交
流
事

業
で
、
み
そ
づ
く
り
体
験
を
盛
り

込
む
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
ま
す
。

　
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
と
宝
く
じ
事
業
の
普

及
宣
伝
を
目
的
と
し
て
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
地
域
の
団
体
へ
助
成
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
次
の
団
体
が
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
が
任
命
・
再
任
さ
れ
ま
し
た

三
和
公
民
館
ま
つ
り
開
催

自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
を
有
効
活
用
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住　
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☎
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３
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▼�

府
中
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼�

平
成
25
年
度
町
県
民
税 

（
平
成
24
年
中
所
得
分
）申
告
受
付
日
程

福　

祉　

課�
☎
８
９-

３
３
３
５

　
こ
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
を
図
る
神
石
高
原
こ

ど
も
医
療
費
支
給
制
度
を
、
平
成
25
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
継
続
実
施
し
ま
す
。

　
町
内
に
住
民
票
を
有
す
る
小
学
校
１
年
生
か
ら

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
こ
ど
も
（
修
学
や
入
院
な

ど
で
転
出
す
る
こ
ど
も
を
含
む
）
を
養
育
し
て
い

る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
３
月
末
ま
で
に
受
給
者
証
と
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
福
祉
課
医
療
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
１
カ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
（
食
事
代
や

診
断
書
代
な
ど
は
対
象
外
）
が
、
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
額
が
高
額
療
養
費
と

し
て
支
給
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
町
よ
り

申
請
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
領
収
書
を
お
持
ち
に
な
り

本
庁
ま
た
は
各
支
所
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
時
効
が

あ
り
、
原
則
と
し
て
診
療
月
の
属
す
る
月
の
翌
月

の
1
日
を
起
算
日
と
し
て
2
年
以
内
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
が
済
ん
で
い
る
か
不
明
な
方
は
、
福
祉
課

医
療
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
母
子
お
よ
び
寡
婦
福
祉
資
金
の

貸
付
の
申
請
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方

　
平
成
25
年
度
に
進
学
な
ど
を

　
希
望
し
て
い
る

　
・�

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
子

家
庭
の
母
ま
た
は
児
童

　
・�

20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る

寡
婦
ま
た
は
20
歳
以
上
の
子

　
・
父
母
の
い
な
い
児
童

○
対
象
と
な
る
資
金

（
※
貸
付
は
い
ず
れ
も
無
利
子
で
す
）

◦�

修
学
資
金

　

�

高
等
学
校
、
大
学
、
高
等
専
門

学
校
ま
た
は
専
修
学
校
に
就
学

す
る
た
め
の
授
業
料
、書
籍
代
、

交
通
費
な
ど
に
必
要
な
資
金

◦�

修
業
資
金

　

�

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識

技
能
を
習
得
す
る
た
め
に
必
要

な
資
金

◦�

就
学
支
度
資
金

　

�

就
学
、
修
業
す
る
た
め
に
必
要

な
入
学
金
や
被
服
な
ど
の
購
入

資
金

○
申
込
締
切　
２
月
20
日
（
水
）

※
締
切
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
福
祉
課
生
活
福
祉

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
税
務
係
ま
た
は
各
支
所
町
民
課

　
平
成
24
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
受
付
期
間
は

２
月
18
日
㈪
か
ら
３
月
15
日
㈮
ま
で
で
す
。

※�

還
付
申
告
の
場
合
は
、
2
月
15
日
㈮
以
前
で
も
相
談
お
よ
び
申
告
書
の

提
出
が
で
き
ま
す
。

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
は
、
２
月
16
日
㈯
か
ら
３
月
15
日
㈮
で
す
が
、

土
・
日
曜
日
は
税
務
署
の
閉
庁
日
で
、
申
告
の
相
談
お
よ
び
窓
口
で
の

申
告
書
の
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
贈
与
税
の
申
告
期
間

　
２
月
１
日
（
金
）
か
ら
３
月
15
日
（
金
）
ま
で

○�

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）の 

申
告
期
間

　
１
月
４
日
（
金
）
か
ら
４
月
１
日
（
月
）
ま
で

※�

申
告
書
は
郵
送
な
ど
、
ま
た
は
税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱
へ
の
投

函
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
確
定
申
告
会
場
の
開
設
日
程

期　
　
間

受
付
時
間

会　
場　
名

２
月
14
日
㈭
～

３
月
15
日
㈮　

午
前
９
時
～

午
後
４
時　

府
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
府
中
市
府
川
町
70
番
地
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

※�

期
間
中
は
、
府
中
税
務
署
で
は
申
告
会
場
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
府
中
税
務
署　
☎
０
８
４
７
‐
４
５
‐
２
５
７
０

▼�

母
子
お
よ
び
寡
婦
福
祉 

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

▼�

神
石
高
原
こ
ど
も
医
療
費

　
支
給
制
度
を
継
続
し
ま
す

▼�

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ	

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

高
額
療
養
費
の
申
請
を
！

期　
　
間

受
付
時
間

２
月
15
日
㈮
～
３
月
15
日
㈮
（
午
前
）９
時
～
11
時
30
分

（
午
後
）１
時
～
４
時

※�

相
談
日
お
よ
び
相
談
会
場
に
つ
い
て
は
、
自
治
振
興
会
を
経
由
し
、

班
ご
と
に
回
覧
文
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
（
土
・
日
曜
日
、
そ
れ
以
外
の
日
で
受
付
を
行
わ
な
い
日
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）。

　

木
津
和
自
治
振
興
会
（
会
長
丸
山
義
道
）

で
は
、
自
主
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
を
活

用
し
て
防
災
備
品
を
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
７
日
に
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
使
用

し
て
地
区
住
民
対
象
に
防
災
避
難
訓
練
を
実

施
さ
れ
、
指
示
伝
達
や
状
況
把
握
な
ど
を
行

い
、
参
加
者
の
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。今
後
も
、

機
器
の
使
用
方
法
な

ど
を
熟
知
し
、
防
災

訓
練
な
ど
を
継
続
し

て
取
り
組
ま
れ
ま

す
。

トランシーバー

三和屋内グラウンドが１月から利用できます
　旧三和小学校体育館を改修し，屋内グラウンドが完成しました。グラウンド・ゴルフ，テニス，野球の
練習など多目的での利用が可能です。 利用申し込み・お問い合わせは生涯学習課までお願いします。
� 生涯学習課　☎ 82-2003

生命保険料控除制度改正について
　�平成24年分申告から，｢一般生命保険料控除｣「個人
年金保険料控除」に加え，法令で定める介護・医療保
障を対象とした「介護医療保険料控除」が新設され，
３つの控除からなる制度になりました。所得控除を
受ける際は，証明書をご持参ください。

年金所得者の申告不要制度について
　�公的年金などの収入額が400万円以下で，かつ，公的年金など
に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場合には，確
定申告は必要ありません。

（注意）
　�所得税の確定申告が必要ない場合であっても，所得税の還付を受けるため
に，確定申告書を提出する場合や，住民税の申告が必要な場合があります。

三
和
小
学
校
の
合
同
合
唱
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

歌
声
が
会
場
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
で
、
子
ど
も
茶
道
教
室
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
抹
茶
の
お
点
前
も
あ
り
、
訪
れ
た
お
客
さ

ん
は
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 し

た
。

　
ま
た
今
回
は
、
三
和
中
学
校
と
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町からのお知らせ


